シ ナ ある しょせい 

昔、 支那の 或 田舎に 書生が 一 人 住んで いました。 何 

しろ 支那の ことです から、 桃の 花の 咲いた 窓の 下に 本 

うち 

ばかり 読んで いたのでしょう。 すると、 この 書生の 家 

の 隣に 年の 若い 女が 一 人、 —— それ も 美しい 女が 一 人、 

誰も 使わずに 住んで いました。 書生 はこの 若い 女を不 

思議に 思って いたの はもち ろんで す。 実際 また 彼女の 

身の上 を はじめ、 彼女が 何 をして 暮らして いるか は 誰 

一 人知る もの もなかつ たのです から。 

或 風の ない 春の 曰の 暮、 書生 はふと 外へ 出て 見る と、 

つの) 

何 かこの 若い 女の 罵って いる 声が 聞え ました。 それ 

にわとり とき なか 

はまた どこかの 莛 鳥が のんびりと 鬨を 作って いる 中に、 



樵り の 爺さん を 残した まま。 …… 

II 昭和 一 一年 二月. 



底本" 「蜘蛛の 糸. 杜子 春. トロッコ 他 十七 篇」 岩波 

文庫、 岩波 書店 

1990 (平成 2) 年 8 月 S 日 第 ー 刷 発行 

人力 .. j.utiyauls 

校正 ： もりみ つ じゅんじ 

1999 年 5 月；！ ^ 日 公開 

2 00 4年ー月^日彦正 

青空 文庫 作成 ファイル " 

この ファイル は、 インタ ー ネットの 図書館、 青空 文庫 

(http://www.aozora.gr.jrv) で 作られました。 入力、 

校正、 制作に あたった の は、 ボランティアの 皆さんで 



